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政府方針でもある 2050年カーボンニュートラル(以下、CNという)を実現することを念頭

に 2021年に閣議決定された｢第 6次エネルギー基本計画｣において、原子力については国民

からの信頼確保に努め、安全性の確保を大前提に必要な規模を持続的に活用していくとの

方針が示されている。さらに、原子力の新たな社会的価値を再定義し、我が国の炉型開発に

係る道筋を示すために 2022年に設置された｢革新炉 WG｣において、革新軽水炉を含む革新炉

開発の技術ロードマップが策定された。 

このように将来のエネルギー政策における原子力発電の活用に向けた動きがあるものの、

原子力発電所建設には準備期間も含めて十数年にわたる長い期間を要するため、原子力を

活用して 2050 年までの CN を実現するには、速やかに原子力発電所建設を計画する必要が

あり、新増設・リプレースに向けた具体的な議論を早期に開始することが重要である。 

一方、当学会においては、国の動きに先立ち、2018年に｢次期軽水炉の技術要件検討｣WG(以

下、WGフェーズ 1という)を設立し、2030年代運開を目指す新設軽水炉(以下、次期軽水炉

という)を対象に議論を重ねてきた。WGフェーズ 1では、1F事故の教訓を踏まえ、既設炉に

対する安全水準を大幅に高めた新規制基準の考え方をベースにしつつ、設計段階から安全

対策を講じることができる新設炉としての特長を活かし、深層防護の実装の考え方に沿っ

た設計方針を検討し、より高い安全性を合理的に達成するための技術要件をまとめた。この

WG フェーズ 1 の議論を発展的に継続させ、次期軽水炉が社会に信頼されるコンセプトを有

し、CN 社会を実現させる現実的な選択肢であることを社会に発信することを目的として、

｢次期軽水炉の技術要件検討｣WGフェーズ 2(以下、WGフェーズ 2という)を設立した。 

WGフェーズ 2では、WGフェーズ 1の継続として議論の対象を国内 PWRとし、まずは、最

新の国レベルの議論も参考に、2030 年代運開を目指すプラントに解決が求められるエネル

ギー問題に対して、次期軽水炉が既設炉よりも優位性を有する項目を論点として抽出した。

次に、抽出された論点に対して、次期軽水炉の実現可能な設計方針を確認した上で、次期軽

水炉のコンセプトを技術要件の形で整理した。さらに、次期軽水炉のコンセプトを実現する

ために考慮すべき規制や制度の項目を抽出して、現行の規制や制度の背景・根拠を調査し、

海外の状況も参考にして、次期軽水炉向けの規制や制度の考え方をまとめた。 

本セッションでは、これら本 WGで議論・整理した内容を紹介する。 



「社会と共存する魅力的な軽水炉の展望」調査専門委員会報告書（2017年 3月） 

https://www.aesj.net/sp_committee/com_lwr 

 

 

 

 

「次期軽水炉の技術要件検討」ワーキンググループ報告書（2020年 6月） 

http://www.aesj.or.jp/~hatsuden/katsudou/04_jikiroWG/jikiroWG_report_20200716.pdf 

 

基本要件（抜粋）価値判断基準

⚫ 長期・広範囲の土地汚染
の実質的排除

⚫ 個人のQOLの維持

安全性

⚫ テロ対策、余剰Pu対応核拡散抵抗性

⚫ プラントのライフサイクル
を考慮した設計

環境適合性

⚫ 設計改善や設備の追加
が容易に可能な設計

改善性・
基準適合性

⚫ 停止からの迅速な復帰
⚫ 作業員被ばく低減

運転性

⚫ 他電源に比肩するコスト
優位性

経済性

⚫ 安定的な電力供給エネルギー
セキュリティ

安全目標及び性能目標

深層防護の実装

Practically Eliminated，
Evacuation Freeの解釈

物理障壁

動的(Active)・静的(Passive)
安全系の位置づけ

ライフサイクルを通じた統合設計

多数基、集中立地の考え方

経済性・エネルギー安全保障

社会的受容性 技術的特性に係る論点

安全設計

AESJ 社会と共存する魅力的な軽水炉の展望 
調査専門委員会(2014.12~2017.3)で抽出さ
れた 軽水炉が備えるべき技術要件 に関する議論●S+３Ｅを実現する軽水炉

海外の
規制動向

次期軽水炉の各論
点に対する設計方針

参考

参考

本WGで
議論する論点

設計段階から考慮する
ことで、より安全に機能要
求が達成できるため、最
適化の観点で議論の対
象となる項目を抽出

次期軽水炉
としての考え方

設計段階から考慮した
安全対策

既設炉の安全
対策の経験

次期軽水炉のコンセプト

調査専門委員会での議論

福島原発事故
の教訓を反映

次期軽水炉の
技術要件のまとめ

深層防護の実装
の観点から設計方
針を整理した上で
、妥当性を確認

https://www.aesj.net/sp_committee/com_lwr
http://www.aesj.or.jp/~hatsuden/katsudou/04_jikiroWG/jikiroWG_report_20200716.pdf


「次期軽水炉の技術要件検討」ワーキンググループ（フェーズ 2）報告書（2024年 3月） 

http://www.aesj.or.jp/~hatsuden/katsudou/04_jikiroWG/jikiroWG_report2_20240312.pdf 

 

【1】現実的に建設できる次期軽水炉の論点抽出
• 国レベルの議論で重要視される課題への解
• 安全性のみならず、環境への適合性、経済性、安定供給の総
合的視点で有するべき社会的受容性の基本要件

• 国民から信頼されるコンセプトと実現のための環境作り
• ついては以下の視点で論点抽出

➢ 次期軽水炉の現実味があり優れた重要コンセプト【2】
➢ 重要コンセプト実現のために考慮すべき規制や制度【3】

【これまでの研究】(*)
• これからの軽水炉の理想形提言
• 次期炉WG(フェーズ1)：あるべき
姿としての技術要件策定

【最近の国レベルでの議論】
• エネルギー政策に関する議論
• CN宣言、安定供給レジリエンス、
エネルギーコスト、等

【2】次期軽水炉の重要コンセプト（例）
• 安全目標、外的事象への対応、新技術導入
• 核セキュリティとセイフティ(原子炉安全)との
両立

• 設備利用率、稼働年数など経済性向上に関
わる技術要件

【3】考慮すべき規制や制度（例）
• リプレースに対応する規制や制度の考え
方（ex.性能規定化の観点、立地の適性評
価等）

【4】WG成果の提言活動
• 公開発表、講演、シンポジウム等の対外活動
• ステークホルダーへの情報発信、認知と合意形成

（各論点に対する対応議論）
(*)「社会と共存する魅力的な軽水炉の展望」調査
専門委員会（以下、「調査専門委員会」という）

http://www.aesj.or.jp/~hatsuden/katsudou/04_jikiroWG/jikiroWG_report2_20240312.pdf

